




 要約:神経芽腫マス・スクリーニング(マス)は 1976 年に京都で最初の症例が発見されて

以来、1985 年には全国的な実施となり、現在 1400 例の症例が登録されている。当初マス

はVMA (vanillylmandelic acid)スポットテストで行われたが、1991年以降は全国的にHPLC

(highperformanc liquid chromatography)法の実施となった。受診率は近年 80%を超え、

頻度は 1995年では 10 万人対で 15.5 人であった。病期は非進行例の I、Ⅱ、Ⅳが 75%を占

め、早期例が多くなっている。治療に関しては、化学療法、放射線療法ともに年々施行率

は低下する傾向にあり、明らかな治療軽減が行われていた。予後は調査が可能であった

1272 例中 1245 例(98%)が生存しており、死亡率は 2%にすぎない。死亡例 27 例中、腫瘍死

が 6 例、治療関連死か 15 例、二次癌等が 3 例見られた。マス例の予後はきわめて良好で

あり、更なる治療の軽減が可能と思われた。


